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研究成果の概要：歴史史資料、諸法律、国際条約、映像その他の収集･分析と、現地での面談調

査等を通じて、エストニアにおける民族をめぐる政治（国籍政策、言語政策、社会統合）は、

時代を通じて大きな衝突を引き起こすことは少なく、表面上安定して見えるものの、その歴史

的背景に起因する「ネイション｣観や、歴史認識が社会の中に容易には越えられない亀裂を生み

出しているため、二国間関係や国際関係等の理由により、その亀裂が社会の不安定化の要素と

して顕在化する場面があることが明らかになった。また、少数者の側から見た場合、「移民／少

数民族」という二分法の適用が難しい事例があることも示された。 
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１．研究開始当初の背景 
（１）従来の多文化主義研究はカナダ、オー
ストラリアを中心とし、近年ではこれに(準)
連邦制をとるベルギーやスペインが加えら
れるが、東中欧諸国については旧ユーゴスラ
ヴィアの事例を除き、研究蓄積は比較的少な
い。こうした中で、いわゆる「敵対的大国」
を母国とする少数者(ロシア人、ドイツ人)を
抱える小国という視点からエストニアを事
例として、多文化主義を再検討する必要があ
ると考えられた。 
（２）50 年間のソ連時代を経て独立を回復し
たエストニアでは、独立回復後の国家建設の
中で「国民史」が描かれ、そうした「大きな

物語」からはみ出た民族間関係といった視点
では、史料に基づく検討が十分になされてこ
なかった。 
 
２．研究の目的 
（１）歴史上常に、「移民／少数民族」問題
と向き合ってきたエストニアを事例として、
「移民／少数民族」という二分法が歴史的に
見てどの程度妥当性を有し、「安定した」共
生空間の創出に成功したのか、成功したとす
ればその条件や、「安定」の実態はいかなる
ものであったのか、などの点について検討す
る。 
（２）近代国民国家における排除と包摂のメ
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カニズム、多文化共生空間の実態、移民／少
数民族の周辺化の動態の一端を明らかにし、
現代の多文化共生社会に関する理論的研究
に貢献する。 
 
３．研究の方法 
（１）両大戦間期、ソ連時代、独立回復後の
3 つの時期に分け、それぞれの時期の法制度
を整理し、法的権利保障の枠内で行われてき
た権利行使の実践について検証する。 
（２）上記(1)に対する少数者側からの反応
や特に帰属意識の変化を、多様な史資料に基
づいて検討する。その際、諸外国や国際機関
の動向･影響にも留意する。 
（３）具体的方法としては、現地における幅
広い史資料収集とその整理・分析により、上
記について検証する。独立回復後の時期につ
いては、面談調査等も実施する。 
 
４．研究成果 
（１）最初の独立、ならびに 1991 年の独立
回復の両方に際し、独立国家として確定した
領域内に居住する少数民族の処遇は、いわゆ
る小国のエストニアにとっては、独立の保持
のために肝要であった。 

この点に関し、二国間条約等も含む歴史文
書史料から次のことが明らかになった。すな
わち、エストニアにおいては、その歴史的背
景から、「ネイション」(エストニア語では
「rahvus」)認識が言語･文化によって強く色
づけられている。のみならず、「人民
（people）」(エストニア語では「rahvas」)
認識にもその影響は強い。したがって、異な
る言語･文化集団との国家形成において、１
つの「ネイション」を形成するという発想が
そもそも浮かびにくく、誰が「主人」になる
か、というゼロ･サムゲームの様相を呈しや
すい。 

にもかかわらず、第一次大戦後の独立にお
いては、独立宣言とともに、「諸民族への宣
言｣も発出された。それはエストニアの領域
内に住むエストニア民族以外の民族に対し、
エストニアの国家作りに平等に参画してい
くことを求めるものであった。このときには、
エストニア領域内への居住や身分団体への
登録などを基準に、エストニア国籍の付与が
行われたことも指摘しておいてよい。 

こうした歴史的事実から言えることは、エ
ストニアの国家形成に当たっては、まず、独
立に至るまでの歴史が大きな影響を及ぼす
ということである。このことは、1991 年以降
の国家建設において民族問題から生じた困
難は、ソ連時代にその原因の少なくとも一部
を求められることを意味する。 
（２）他方、最初の独立期においても 1991
年の独立回復後においても、諸外国がエスト
ニアの政策に与える影響は極めて大きかっ

た。とりわけ、後者においては、EU 加盟とい
う目標が、エストニアが多文化主義に舵を取
る上で一つの重要な要因であったことは、従
来の研究でも指摘されてきたとおりである。
とはいえ、そこに、上記（１）で指摘したよ
うな「ネイション」観、「人民」観が色濃く
反映していることは間違いない。 
（３）移民／少数民族の側からみれば、少な
くとも、エストニアの事例を見る限り、この
二分法はそれほど妥当性を有するものでは
ない。誰を、あるいはどの集団を少数民族と
見なすかは、多数派集団の歴史認識によると
ころが大きい一方、少数派の側はその歴史認
識を共有してないため、国民国家における自
らの位置づけに合意していない場合がある。
それでも社会が安定して見えるのは、国民国
家がさまざまな意味でもたらすパイの配分
から少数者も利益を得ているためであると
考えられる。そうした利益と、自らの位置づ
けとが引き合わないと判断されたとき、何ら
かの契機があって、社会の不安定化につなが
ると考えられるが、この点については、本研
究では十分に検証できなかった。 
（４）本研究の研究成果については、以下に
あげたとおりであるが、とくに、単著として
成果を公表できた。また、この研究成果を今
後、シンポジウムへの参加やジャーナルへの
投稿などにより、海外の研究者と共有する機
会を設けたいと考えている。 
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